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令和８年度 荒川区地域経済活性化及び観光プロモーション推進協議会 

第２回 観光プロモーションに関する分科会 

議事要旨 

 

(1) 概要 

開催日時 令和 8年 8 月 24 日(月)  午前 10 時から 11時 40 分まで 

開催場所 荒川区役所本庁舎 305 会議室 

出席者 

(敬称略) 

 

(協議会委員) 

分科会長   丸山 慎二郎 

委 員   田中 類 

委 員   細谷 誠 

委 員   山田 章博 

 

(区側出席者)  

産業経済部長 三枝 直樹 

産業振興課長 山下 英男 

経営支援課長 中野 大志 

観光振興課長 渡部 雅人 

荒川遊園課長 遠藤 伸記 

政策企画部 広報・シティプロモーション課長 鈴木 利枝子 

地域文化スポーツ部 生涯学習課長 加瀨 優大 

子ども家庭部 子ども・若者課長  篠原 啓輔 

防災都市づくり部 基盤整備課公園計画担当課長 宮﨑 信介 

配付資料 

 観光プロモーション分科会の提示案について（令和 8年度 8月時点） 
 Arakawa Pride Lab（令和 8年 8月時点情報） 
 アラカワ・リンクス報告書 
 荒川区観光振興懇談会 

 

 (2) 議事 

議題 提案いただいた事業について 

議事内容 

1. 最初に、観光振興課長より、昨年提案のあった 10 の事業について、観光視点・実施主
体・区で行う場合の短中期的実現性・民間で行う場合における活用できる補助施策に

ついて提示した。 

2. 次いで、委員がすでに先行実施している事業について、委員から状況を報告した。 
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3. 意見交換（各委員の主な発言） 

○委員 

 宿泊施設については、民泊式ホテルのようなものを保健所が通すようになれば、「管理
された状態になって広がる」のではないか。名目上も取り締まりがしやすいと思う。 

 ユナイトークというイベントを昨年度実施した。今年度は荒川区内の経営者及び生徒・
児童が 5、6名登壇する予定。またワンハートという復興支援を絡めたイベントを分科

会メンバー1名が参加する形で行っており、能登の塩や味噌を取り寄せて、復興支援の

寄付を行っていく。 

 

○委員 

 東京青年会議所荒川区委員会では、「ArakawaPrideLab」として 9 月 5 日に区内小学生
30 名を迎えて、あらかわ遊園・尾久の原公園などで、消防団や民間事業者とも連携し

て、フィールドワークの形で、子どもたちに荒川区の魅力発信について考えてもらう

予定である。 

 ArakawaPrideLab について、これまで集客型のイベントはやってきたが、フィールドワ
ークは初めて実施する。ふらっとにっぽりで（繊維街で売っている）布の端切れを利

用して作ったり、出前授業として第五峡田小などで地域のデザイナーに来てもらって、

課題想像力・課題解決の人材に向けたプログラムを実施したりした。これまでも教育

のプログラムを多く実施している。 

 連携について、スケジュールが近々だったため、すべてのパートナーと連携は難しか
ったが、行政だけでなく地域の方との連携を模索しながら進めている。 

 SNS シティプロモーターの方々が、区の主催イベントに積極的に参加してもらえれば、
その方を起点に区の魅力を拡散できると思う。 

 青年会議所の事業では、いろんな方を巻き込みやすいと言われている。ターゲットを
絞ることも大事だが、パートナーを増やすという意味では、共通の目的をもとにテー

マで変えていくという手法を仕組みとしてできればと思う。 

 青年会議所の事業のうち例えばわんぱく相撲は、子どもが対象であるが健康やスポー
ツにも絡んでくるということで、スポーツ振興課から補助金を受けている。今回

ArakawaPrideLab については観光振興課に（窓口として）関わってもらっているが、例

えば子ども向けというところにベクトルを向けるのであれば、そこの課と連携する、

というのができれば、横串の起点になるかと思う。 

 

○委員 

 アラカワリンクスに関しては、（事業者間コミュニティの運営を）あらかわまちゼミ（街
なか商店塾）で、LINE オープンチャットを使用して検証している。メンバーの中でい

ろいろなやり取りがなされ、その中で事業者同士の連携も生まれ、一定の価値はある

ものと思った。一方で、(LINE オープンチャットだと）やり取りが流れていってしま

う・部屋分けをしたいなど、課題もある。 

 自分が直面していることとしては、いろんな告知がいろんなところで行われており、
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情報がもう少しきれい（整理された状態）になったらと思う。他の団体の方の話を聞

くと、そこでも同じようなことを言っている。 

 他区では、区の名前を使って運営しているが、運営そのものは委託会社がやっており、
区は情報発信するのみという形である。それくらいが距離感としてはちょうどよい。 

 

○委員 

 夜市について、観客の動線が気になる。都電だけでなく、日暮里から引っ張れないの
かなと。これが全部うまくつながったら良いと思うが、なかなか難しいところである。 

 

 

議題 荒川区観光振興懇談会について 

議事内容 

1. 観光振興課長より、観光振興懇談会についての情報提供を行った。 
 

2. 意見交換（各委員の主な発言） 
○委員 

 （本分科会での方向性と、観光振興懇談会の提言の方向性がずれないよう）観光振興
懇談会で提言する内容について、情報共有してほしい。 

 

 

 

議題 その他 

議事内容 

1. 関係所管課長から、自己紹介と担当事業の説明があった。 
 

2. 次回開催について 
協議会（全体会）：10月 8 日午後 1時（以降）で調整する。 

 

 

（以上） 

 


